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（1）　No.72

て
お
り
、
調

理
や
配
膳
か

ら
食
卓
を
囲

む
時
間
ま
で

楽
し
く
賑
や

か
に
過
ご
す

こ
と
が
日
常

の
風
景
と

な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か

ら
近
隣
の

方
々
と
の
自
然
な
交
流
を
通
し
て
、

子
ど
も
達
の
成
長
を
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
け
る
関
係
作
り
が

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�

【
仁
木　
沙
奈
美
】

　
博
愛
社
が
１
２
０
年
佇
ん
で
き

た
淀
川
区
の
神
津
地
域
。
そ
こ
に

隣
接
す
る
田
川
の
地
に
、２
０
２
０

年
４
月
１
日
、
２
つ
目
の
地
域
小

規
模
児
童
養
護
施
設
「
楓
」
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
子
育
て
家
庭
が

立
ち
並
ぶ
住
宅
街
の
一
軒
家
で
一

般
家
庭
に
よ
り
近
い
環
境
の
中
、

当
た
り
前
の
生
活
を
営
み
な
が
ら
、

自
律
し
た
社
会
人
に
な
る
た
め
の

経
験
を
積
ん
で
い
け
る
家
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
達
の
年
齢
層
は
幼
児
か
ら
高

校
生
ま
で
と
幅
広
く
、
そ
れ
ぞ
れ

が
で
き
る
こ
と
も
様
々
で
す
。
そ

の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
成
長
に

合
わ
せ
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
和

や
か
な
暮
ら
し
を
形
作
っ
て
い
ま

す
。

　
特
に
食
事
は
皆
が
楽
し
み
に
し

　胸に小さなコサージュを付けてもらったその表情が
とても誇らしく見えます。新型コロナウイルスが流行
している中で、感染対策を取りながら縮小して行われ
た博愛社こども園の卒園式でした。
　幼稚園と保育園が合併し、認定こども園になって初
めての卒園式だというのに、感染対策という制限が生
じました。しかし諦めず、保護者と職員が協力して共
に内容を考え、そしてできる限りの工夫をして、最後
に全ての愛情を注ぎ込みました。

　「先生、いつも抱きしめ
てくれてありがとう」「楽
しいこと、たくさんしてく
れてありがとう」
　『私達に出来る子どもに
とっての最善とは？』を考
え、試行錯誤を重ねた日々
でしたが、子ども達の言葉

で「ああ、これで良かったんだ…」と胸がいっぱいに
なった瞬間でした。と共に、こども園に関係して下さっ
たたくさんの方々のお支えに感謝の気持ちが溢れてき
ます。皆さま、本当にありがとうございました。
� 【４歳児担任　近藤彩理佳】

リフォームしてきれいなおうち
ご卒園おめでとう！

地
域
小
規
模
児
童
養
護
施
設

　
　「
楓（
か
え
で
）」
開
所

感謝のお祈り

博 愛 社 こ ど も 園
第１回  卒園式
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　「今度、猫連れて来るから」主人が唐突に言い出しました。「ね
こー！？」子ども達の興奮した声に振り返った私は《バカ言っ
ているんじゃないわよ》そう言おうとしたのですが、時すでに
遅し…私の意見は誰一人として耳を傾けてはくれませんでした。
《みんなで盛り上がっていても、お世話するのは私でしょう！》
そんな心の声が届くはずもなく、その子はついに、我が家へやっ
て来ました。
　キャラメルと名付けられたその子は、その日から数年経った
今でも、家族の一員として、我が家で暮らしています。
　私の朝はキャラメルの「ニャー」で始まります。この子はこ
の一言だけで、全てが事足りるのです。私というお世話係が居
るからです。問題は、「ニャー」が何の「ニャー」かです。こ
れを察して即座に対応出来るか否かで、私の眉毛の有り無し、
朝食に辿り着けるがかかっています。このミッションに失敗す
ると、悲惨です。それなので私は全集中でキャラメルを見てい
ます。そして応えています。常に呼吸を整えて…。
　仕事の際も、利用者さんが何を言わんとし、何を求め、どう
応えるべきか、常に心を傾けています。それはキャラメルが教
えてくれました。向き合う事の大切
さを、その先に信頼という関係が生
まれることを…。
　これからもこの気持ちを忘れずに、
利用者さんと日々向き合っていきた
いと思います。
� 【ヘルパーはくあい　西川香奈】

◆入社◆

［児童�養護施設］　能宗真歩、後藤真希、土永詩月、藤山向日葵、
脇麻里奈、藤田由明、田村隆一郎、杤尾慎一、野沢慶仁、
柳川小々桜、森初音、元持千穂（以上児童指導員）大城ち
づる（庶務）

［博愛�社こども園］　佐治真由子、家辺敦子、大西由香里（以上保
育教諭）

［特養‌博愛の園］　坂本智映、岸田弓子（以上ケアワーカー）
［サテライト特養清心館］　チャンティベート（ケアワーカー）

四季
折々

　
皆
さ
ん
は
、
清
心
館
の
玄
関
を

入
っ
て
直
ぐ
左
側
（
窓
側
）
に
全

長
１
５
０
㎝
高
さ
１
１
０
㎝
超
の

大
き
な
木
製
帆
船
が
置
か
れ
て
い

る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
帆
船
は
、
今
年
３
月
、
長
年

に
わ
た
り
施
設
に
訪
問
歯
科
や
研

修
の
講
師
と
し
て
お
世
話
に
な
っ

て
い
た
、
歯
科
医
師
の
前
原
潔
先

生
よ
り
寄
贈
し
て
頂
い
た
物
で
す
。

「
こ
の
帆
船
は
清
心
館
に
飾
る
の

が
一
番
似
合
っ
て
い
る
」
と
先
生

た
っ
て
の
ご
希
望
で
し
た
。
職
員

の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
大
き

さ
と
重
量
で
、
男
性
職
員
三
人
が

か
り
で
壊
さ
な
い
よ
う
慎
重
に
設

置
し
ま
し
た
。
木
を
中
心
と
し
た

清
心
館
の
内
装
に
と
て
も
似
合
っ

て
い
て
、
立
派
な
存
在
感
を
放
っ

て
い
ま
す
。
清
心
館
に
お
立
ち
寄

り
の
際
は
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
前
原
先
生
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。�

【
宇
野　
豊
】

博愛社　春の人事（2020年度）

猫がやって来ました 大きな
木製帆船の寄贈
【サテライト特養清心館】

威風堂々たる姿（右下はスマホ）



3．貸借対照表
借　　　　　方 貸　　　　　方

科　　　目 当期末 前期末 増　減 科　　　目 当期末 前期末 増　減
　①流動資産 845,121 848,621 -3,500 　④流動負債 94,452 97,953 -3,501 
　②基本財産 1,989,873 1,989,874 -1 　⑤固定負債 385,561 445,061 -59,500 
　③その他固定資産 993,087 1,052,587 -59,500 　⑥基本金等 2,323,159 2,323,159 0 

　⑦次期繰越収支差額 1,024,909 1,024,909 0 
A.資産合計 3,828,081 3,891,082 -63,001 B.負債・純資産合計 3,828,081 3,891,082 -63,001 

　※国庫補助金積立残高 1,195,283　積立金額 663,500
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社会福祉法人 博愛社　2019年度（令和１年度）　決算報告書
　（単位千円）　　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
流

行
に
よ
り
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
私
た
ち

想
像
も
し
な
か
っ
た
危
機
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
法
人
各
施
設
に
お
き
ま

し
て
も
、
利
用
者
を
守
ろ
う
と
す
る
自
覚
と
自
律

心
を
も
っ
て
現
場
を
預
か
る
、
一
人
ひ
と
り
の
職

員
の
懸
命
な
努
力
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
（
２
０
１
９
年
４
月
～

２
０
２
０
年
３
月
）
に
、
皆
さ
ま
か
ら
博
愛
社
へ

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
、
寄
付
金
に
つ
い
て
感

謝
の
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

寄
付
金
の
総
額
は
１
７
７
０
万
余
円

で
し
た
。
内
訳
は
一
般
寄
付
１
１
０
万
円
、

後
援
会
２
２
５
万
円
、
各
施
設
指
定
寄

付
１
４
３
５
万
円
で
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

神
様
を
感
じ
ら
れ
る
夢
の
あ
る
園
舎
、

大
き
な
け
や
き
と
樟
の
木
、
ビ
オ
ト
ー

プ
と
芝
の
築
山
、
そ
れ
ら
を
取
り
囲
む

回
廊
の
あ
る
園
庭
。
新
し
い
園
長
の
も
と
、

子
ど
も
達
は
職
員
の
見
守
る
中
、
楽
し

い
日
々
を
過
ご
し
て
居
り
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
は
こ
ど
も
園
第
一
期
卒

園
児
24
人
が
、
神
さ
ま
の
見
守
り
の
中
、

巣
立
ち
ま
し
た
。
５
年
の
歳
月
を
か
け
て
、

丁
寧
に
進
め
て
参
り
ま
し
た
『
博
愛
社

こ
ど
も
園
』
は
、
多
く
の
関
係
者
の
ご

協
力
に
よ
り
、
開
園
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
子
ど
も
が
安
心
し
て
学
び
育
ち
、

地
域
の
子
ど
も
達
の
オ
ア
シ
ス
と
な
れ
ま
す
よ
う

努
力
し
ま
す
。

　
児
童
養
護
部
門
で
は
、
施
設
の
小
規
模
化
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
小
規
模
施
設
は
、
現
在
の
『
く
る
み
』
に

加
え
、
新
た
に
２
施
設
を
開
設
。
ま
た
、
法
人
敷

地
内
（
保
育
園
跡
地
）
に
、『
第
二
博
愛
社
』
の

開
設
を
予
定
し
て
お
り
、
更
に
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
館

の
小
規
模
化
も
今
後
進
め
て
参
り
ま
す
。
集
団
ケ

ア
か
ら
、
小
規
模
ケ
ア
（
家
庭
生
活
）
へ
移
行
し
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
し
っ
か
り
寄
り
添
っ
て

育
て
、
自
律
し
た
子
ど
も
達
が
立
派
に
社
会
で
の

働
き
が
出
来
ま
す
よ
う
祈
り
ま
す
。

　
新
し
い
働
き
、
ま
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
、
大
変
な
苦
労
を
掛
け
ま
し
た
職
員
全

員
に
心
ば
か
り
の
慰
労
金
を
支
給
し
ま
し
た
。
そ

の
原
資
に
今
日
ま
で
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
「
大
切
な
お
預
か
り
も
の
（
後
援
会
費
）」

を
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
対
峙
す
る

生
活
を
通
し
て
、
神
の
存
在
を
強
く
感

じ
ま
す
。
自
分
の
弱
さ
の
中
に
こ
そ
、
神

の
大
き
な
力
が
与
え
ら
れ
、
私
達
が
共

に
繋
が
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
し
ま
す
。

　

こ
の
厳
し
い
環
境
の
中
、
博
愛
社
の

働
き
の
た
め
、
多
く
の
方
々
か
ら
支
援

を
頂
き
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
の
博
愛
社
の
決
算
は
、

下
記
の
決
算
報
告
書
の
と
お
り
、
各
施
設
、

法
人
本
部
と
も
健
全
に
運
営
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
、
感
謝
を
も
っ
て
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
よ
う
な
博
愛
社

の
働
き
に
対
し
、
引
き
続
き
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
寄
付
金
、
寄
贈
品
、
後
援
会

費
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
へ
の
感
謝
の
思
い
を

込
め
て
、
お
名
前
を
次
の
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人 

博
愛
社　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
理 

事 

長　
長
野　
泰
信

博
愛
社 

後
援
会　
　
　
　
　
　

会　
　
長　
豊
川　
雅
章

副 

会 

長　
佐
野　
信
三

事
務
局
長　
和
多
田　
祐

１．資金収支計算書
科　　　目 予　算 決　算 差　異

　①事業活動収入 1,619,940 1,661,824 -41,884 
　②事業活動支出 1,499,490 1,513,477 -13,987 

A.事業活動収支差額 120,450 148,347 -27,897 

　③施設整備等収入 205,015 205,413 -398 
　④施設整備等支出 490,460 488,765 1,695 

B.施設整備収支差額 -285,445 -283,352 -2,093 

　⑤その他活動収入 42,000 42,521 -521 
　⑥その他活動支出 84,000 107,151 -23,151 

C.その他活動収支差額 -42,000 -64,630 22,630 

D.当期資金収支差額 -206,995 -199,635 -7,360 

E.当期末支払資金残高 544,207 551,567 -7,360 

　※寄付金収入 74,896（博愛社学園継承金含む）

2．事業活動収支計算書
科　　　目 当年度 前年度 増　減

　①サービス活動収益 1,631,483 1,509,742 121,741 
　②サービス活動費用 1,569,368 1,439,872 129,496 
　③サービス活動外収益 30,341 31,531 -1,190 
　④サービス活動外費用 16,496 21,439 -4,943 

A.経常増減差額 75,960 79,962 -4,002 

　⑤特別収益 421,855 53,774 368,081 
　⑥特別費用 281,476 4,969 276,507 

B.特別増減差額 140,379 48,805 91,574 

C.法人税・事業税等 425 411 14 

D.当期活動増減差額 215,914 128,356 87,558 

E.次期繰越活動増減差額 1,223,082 1,024,909 198,173 

　※国庫補助取崩額 44,575　減価償却額 107,262

2019年度分
感謝のご報告感謝のご報告
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社
会
福
祉
法
人
博
愛
社
へ
の
寄
付
お
よ
び

物
品
寄
贈
者　

２
０
１
９
年
度
分
（
敬
称
略
）

ご

　芳

　名

【
寄
付
金
】

愛
輝
幼
稚
園
、
青
空
保
育
園
、
芦
屋

聖
マ
ル
コ
教
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
す

な
ろ
の
家
、
㈱
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
、

池
田
五
月
山
教
会
学
園
、
市
川
聖
マ

リ
ヤ
幼
稚
園
、
逸
見
徳
男
、
井
上
薫
、

今
田
正
、
宇
田
玲
佳
、
内
宮
隆
夫
、

宇
野
徹
、
大
方
美
香
、
大
阪
キ
リ
ス

ト
教
短
期
大
学
、
一
般
社
団
法
人
大

阪
市
私
立
保
育
連
盟
、
大
阪
市
私
立

幼
稚
園
連
合
会
東
淀
川
支
部
、（
社

福
）
大
阪
市
淀
川
区
社
会
福
祉
協
議

会
、
大
阪
聖
愛
教
会
、
大
阪
聖
ア
ン

デ
レ
教
会
、
大
阪
総
合
保
育
大
学
、

大
阪
府
共
同
募
金
会
Ｎ
Ｈ
Ｋ
義
援
金
、

社
会
福
祉
法
人
大
阪
婦
人
ホ
ー
ム
佐

野
信
三
、
大
阪
婦
人
ホ
ー
ム
十
三
保

育
園
、
大
橋
武
郎
、
奥
美
佐
子
、
奥

村
貴
充
、
尾
崎
豊
美
、
尾
崎
電
気
工

事
㈱
尾
崎
豊
美
、
小
野
真
友
美
、
梶

山
孝
雄
、
片
山
弘
文
、
神
津
小
学
校
、

神
津
女
性
会
、
辛
山
基
一
、
川
口
基

督
教
会
、
川
口
基
督
教
会
婦
人
会
、

川
田
誠
、
川
村
輝
夫
・
昌
子
、
関
西

学
院
宗
教
活
動
委
員
会
、
岐
邨
章
子
、

草
ヶ
江
幼
稚
園
、
一
般
財
団
法
人
ク

ジ
ラ
匠
・
育
英
会
、
釼
﨑
克
己
、
㈻

神
戸
女
学
院
、
小
林
聡
、
小
林
凌
子
、

齋
藤
重
雄
、
齊
藤
壹
・
祥
子
、
佐
藤

悦
子
、
佐
野
信
三
、
社
会
福
祉
法
人

燦
愛
会
、
学
校
法
人
四
條
畷
学
園
吉

井
珠
代
、
篠
田
茜
、
篠
塚
茂
子
、
㈻

松
蔭
女
子
学
院
神
戸
松
蔭
女
子
学
院

大
学
、
社
会
福
祉
法
人
松
陰
ミ
カ
エ

ル
福
祉
会
、
学
校
法
人
城
南
学
園
、

大
阪
市
立
新
北
野
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

聖
贖
主
教
会
、
聖
贖
主
教
会
婦
人
会
、

聖
バ
ル
ナ
バ
病
院
、
聖
ミ
カ
エ
ル
幼

稚
園
、
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園
、
瀬
川
優
子
、

全
日
本
不
動
産
協
会
大
阪
府
本
部
北

支
部
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
オ
ー
ナ
ー
ズ

会
会
長
田
中
康
平
、
高
松
聖
ヤ
コ
ブ

幼
稚
園
、
田
川
女
性
会
、
田
川
第
６

振
興
町
会
髙
村
卓
治
、
田
川
地
域
社

会
福
祉
協
議
会
今
田
正
、
田
川
連
合

振
興
町
会
、
田
中
廉
、
谷
政
敏
、
樽

井
チ
サ
、
株
式
会
社
チ
ャ
イ
ル
ド
、

出
上
俊
一
、
天
使
保
育
園
、
社
会
福

祉
法
人
東
光
学
園
、
徳
蔵
寺
保
育
園
、

富
澤
誠
治
・
博
江
、
豊
川
雅
章
、
豊

田
医
院
豊
田
紘
生
、
永
谷
ヒ
ロ
子
、

長
野
加
代
子
、
長
野
泰
信
、
名
古
屋

柳
城
短
期
大
学
、
社
会
福
祉
法
人
な

み
は
や
福
祉
会
諌
山
保
次
郎
、
社
会

福
祉
法
人
波
除
福
祉
会
、
西
岡
浩
二
、

西
本
行
伸
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
天

満
教
会
あ
し
な
が
会
、
日
本
聖
公
会

大
阪
教
区
婦
人
会
、
野
上
千
春
、
野

知
卓
司
、
学
校
法
人
博
愛
社
学
園
幼

稚
園
、
博
愛
の
園・清
心
館
家
族
会
、、

畑
野
研
太
郎
、
初
雁
幼
稚
園
、
浜
辺

竜
也
、
早
川
育
子
、
早
川
俊
・
文
子
、

社
会
福
祉
法
人
阪
神
共
同
福
祉
会
、

ひ
か
り
の
く
に
㈱
、
樋
口
敏
雄
、

PU
RE-D

REA
M

㈱PU
RE-J

女

子
プ
ロ
レ
ス
代
表
取
締
役
コ
マ
ン
ド

ボ
リ
シ
ョ
イ
、
ヒ
ル
ト
ン
大
阪
、
藤

野
歯
科
医
院
、朴
木
清
重
、㈱
フ
レ
ー

ベ
ル
館
、
プ
ー
ル
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
、
ヘ
ル
ズ
デ
プ
ト
、
前
原
潔
、

松
原
泉
子
、
㈱
万
代
、
み
く
に
ひ
じ

り
幼
稚
園
安
達
巡
、
三
島
キ
ヨ
コ
、

水
野
冨
士
夫
、
ミ
ー
ド
保
育
園
、
宮

嶋
公
恵
、
宮
本
義
子
、
㈱
ミ
ヤ
ワ
キ
、

宗
像
千
代
子
、
村
岡
裕
、
元
村
智
明
、

守
口
聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
教
会
、
八

代
学
院
チ
ャ
ペ
ル
委
員
会
、
神
戸
国

際
大
学
附
属
高
等
学
校
、
故
山
田
富

雄
遺
言
執
行
人
服
部
隆
志
、
柚
木
麻

子
、
吉
田
圭
子
、
吉
田
忠
司
、
淀
川

区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
淀
川
消
防

署
、
立
教
女
学
院
小
学
校
、
良
善
幼

稚
園
理
事
長
﨏
田
光
俊
、
ロ
ッ
ク
ペ

イ
ン
ト
㈱

【
物
　
品
】

ア
キ
レ
ス
㈱
関
西
支
社
、
ア
サ
ヒ

飲
料
販
売
㈱
大
阪
支
店
、
ア
ン
ダ
ー

ツ
リ
ー
㈱
キ
コ
ー
ナ
阪
急
神
崎
川

店
、
石
田
あ
か
り
、
宇
田
玲
佳
、

㈱
エ
ー
ワ
ン
ベ
ー
カ
リ
ー
代
表
取

締
役
楊
井
雅
生
、
大
阪
菓
業
青
年

ク
ラ
ブ
理
事
長
小
柄
順
平
、
大
阪

ガ
ス
㈱
、
大
阪
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、（
社
福
）
大
阪
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
大
阪
府
玩
具
・
人
形
問

屋
協
同
組
合
連
合
会
理
事
長
熊
本

和
浩
、（
社
福
）
大
阪
府
社
会
福
祉

協
議
会
、
大
阪
本
場
青
果
卸
売
協

同
組
合
理
事
長
牛
山
隆
之
、
大
阪

淀
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
西

﨑
克
由
、
オ
リ
ム
ピ
ア
製
菓
㈱
、

㈱
ガ
イ
ア
庄
内
店
、
㈱
ガ
イ
ア
吹

田
店
、
㈱
ガ
イ
ア
東
三
国
店
、
㈱

カ
リ
ス
代
表
森
田
直
美
、
川
口
基

督
教
会
有
志
、
関
西
グ
リ
コ
㈱
、

Kandw
ol V

ikas

、
北
野
加
代
子
、

木
村
美
和
子
、
協
同
食
品
㈱
、
近
畿

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
協
会
理
事
長
馬
込

徹
、
熊
本
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連

合
会
代
表
理
事
会
長
加
耒
誠
一
、
倉

敷
紡
績
㈱
代
表
取
締
役
社
長
藤
田
晴

哉
、
敬
天
愛
人
手
合
せ
稽
古
会
菊
野

克
紀
、
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｌ
㈱
栗
山
晃
次
、

一
般
社
団
法
人
国
連
Ｐ
・
Ｒ
・
Ｉ
・

Ｄ
・
Ｅ
日
本
㈱
サ
ン
ク
ス
代
表
取

締
役
吉
田
勝
己
、
コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル

セ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱
尼
崎
店
、
小
安

正
明
、
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン

大
阪
、
㈱
三
和
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
公

益
財
団
法
人
資
生
堂
社
会
福
祉
事
業

財
団
、
㈱
シ
リ
ウ
ス
、
ジ
ホ
ー
愛
の

基
金
・
絆
村
上
勝
、
杉
井
和
子
、
す

み
れ
会
、
一
般
社
団
法
人
生
命
保
険

協
会
大
阪
府
協
会
会
長
長
谷
川
秀
彦
、

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
愛
媛
県

本
部
県
本
部
長
小
越
愼
介
、
㈱
ダ
イ

ヘ
ン
健
康
保
険
組
合
、
武
田
薬
品
工

業
㈱
、
㈱
タ
モ
ツ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
代
表
取
締
役
社
長
新
保
貴
史
、
タ

リ
ー
ズ
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
、
㈱
タ
ン
バ
ヤ
、

チ
ャ
ッ
カ
リ
ー
平
澤
ま
こ
、
㈱
チ
ュ

チ
ュ
ア
ン
ナ
代
表
取
締
役
上
田
利
昭
、

堂
島
ア
バ
ン
ザ
管
理
㈱
、
十
川
鞄
㈱
、

十
津
川
村
森
林
組
合
、
中
村
一
成
、

二
コ
デ
ザ
イ
ン
、
ニ
コ
ニ
コ
タ
ク

シ
ー
㈱
代
表
取
締
役
河
野
正
、
日
本

鏡
餅
組
合
理
事
長
樋
口
元
剛
、
日
本

シ
ス
テ
ム
技
術
㈱
有
志
一
同
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
日
本
も
っ
た
い
な

い
食
品
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
高
津
博

司
、
日
本
レ
ッ
グ
ニ
ッ
ト
卸
商
協
同

組
合
、
袴
見
行
平
、
博
愛
の
園
・
清

心
館
家
族
会
、、
㈱
パ
ナ
バ
ッ
ク
、

㈱
ハ
ン
ザ
、
ビ
ズ
ス
タ
イ
ル
林
俊
治
、

㈱
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
新
大
阪
営
業

所
、
平
尾
良
治
・
平
尾
さ
え
子
、
藤

森
靖
子
、
本
田
節
子
、
前
中
政
博
、

町
田
潤
、
㈱
松
田
組
代
表
取
締
役
松

田
清
治
、
三
木
組
、
㈱
三
木
組
代
表

取
締
役
社
長
三
木
康
資
、
村
岡
博
子
、

門
司
一
徹
、森
野
啓
子
、（
同)

ユ
ー・

エ
ス
・
ジ
ェ
イ
代
表
取
締
役
社
長

ジ
ャ
ン
・
ル
イ
・
ボ
ニ
エ
、
㈱
ユ
ー

ハ
イ
ム
取
締
役
社
長
河
本
英
雄
、
吉

川
秀
之
、
㈱
ラ
ミ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
和
多
田
友
子
、
ワ
ー
ル
ド

メ
イ
ト
大
き
な
お
は
ぎ
を
あ
な
た
に

ど
う
ぞ
支
部



は　く　あ　い（5）　No.72 2020.7.1
【
宮
城
県
】　
足
利
静
恵
、
木
川
田

雁
子

【
茨
城
県
】　
垣
内
利
仁

【
埼
玉
県
】　
菊
池
邦
杳
、
松
山
聖

ル
カ
幼
稚
園

【
千
葉
県
】　
高
田
眞
理
子
、
橋
本

安
富

【
東
京
都
】　
淡
路
有
希
子
、
杉
山

修
一
、
武
田
邦
隆
、
田
坂
知
加
子
、

土
肥
努
、
中
村
玲
子
、
馬
場
千
代

子
、
和
氣
政
広
、

【
神
奈
川
県
】　
伊
藤
英
子
、
岡
田

玖
瑪
彦
、
古
谷
美
子
、
竹
中
眞
美

子
、
藤
野
芳
郎
、
三
浦
良
三

【
石
川
県
】　
阿
野
信
男

【
長
野
県
】　
聖
十
字
幼
稚
園

【
静
岡
県
】　
鶴
田
直
宏
、
村
岡
俊

太
郎

【
滋
賀
県
】　
遠
藤
小
百
合
、
畠
中

彬【
京
都
府
】　
加
藤
啓
子
、
佐
竹
紀

美
子
、
竹
林
徑
一
、
長
谷
川
勝
彦
、

藤
倉
寿
美
子

【
大
阪
府
】　
㈱
ア
イ
メ
ニ
ュ
ー
、

㈱
ア
エ
ル
、
青
木
和
美
、
青
木
沙

矢
、
青
栁
梓
、
青
山
ヒ
デ
子
、
赤

松
佳
香
、
揚
野
大
五
郎
、
浅
井
靖

久
、
浅
田
香
里
、
朝
日
麻
衣
、
あ

す
な
ろ
の
家
、
安
宅
貴
世
子
、
天

野
徹
、
㈱
あ
ゆ
み
印
刷
デ
ザ
イ
ン
、

荒
川
俊
子
、
荒
木
知
子
、
井
内
益

美
、
井
口
梨
菜
、
池
田
果
世
、
池

本
信
昭
、
い
ざ
な
み
監
査
法
人
、

石
田
美
郎
、
石
田
晴
子
、
石
伏
保

子
、
石
本
栄
博
、
伊
勢
田
健
、
磯

悦
子
、
磯
晴
久
、
市
原
健
藏
、
市

原
俊
雄
、
伊
藤
範
子
、
伊
藤
陽
子
、

糸
原
昌
美
、
井
上
裕
子
、
井
上
明

日
香
、
井
ノ
本
牧
子
、
今
井
佐
紀
、

今
鷹
美
由
紀
、
今
中
淳
一
、
岩
垣

風
音
、
岩
村
達
弥
、
上
田
佳
代
子
、

上
埜
里
美
、
上
村
サ
ト
子
、
内
海

由
利
子
、
宇
野
喜
句
子
、
宇
野
徹
、

宇
野
豊
、
上
床
智
志
、
江
里
口
立

（
２
０
１
９
年
４
月
〜
２
０
２
０
年
３
月
）

博
愛
社
後
援
会
ご
芳
名 

＝
敬
称
略

子
、
圓
滿
涼
輔
、
大
久
保
正
彦
、

大
久
保
由
佳
、
大
阪
北
部
ヤ
ク
ル

ト
販
売
㈱
、
大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会

婦
人
会
、
大
阪
歯
科
大
学
教
務
学

生
課
、
大
澤
香
奈
、
太
田
久
美
子
、

大
西
良
和
、
大
野
高
史
、
大
野
寿

美
、
大
橋
祐
紀
、
大
森
奈
保
子
、

岡
亜
優
美
、
尾
方
由
美
、
岡
山
保

美
、
オ
ガ
ワ
レ
オ
ナ
ル
ド
リ
ョ
ウ
、

奥
康
功
、
奥
野
敏
子
、
奥
山
美
江

子
、
小
椋
圭
一
郎
、
尾
崎
電
気
工

事
㈱
尾
崎
豊
美
、
織
田
恵
子
、
織

田
一
容
、
小
野
真
友
美
、
小
野
光

雄
、
折
越
彩
、
改
田
多
賀
子
、
梶

川
靖
夫
、
梶
原
忍
、
勝
原
沙
奈
美
、

勝
原
駿
、
門
田
末
子
、
門
脇
健
二
、

金
城
泰
二
、
金
田
朝
、
神
津
地
域

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
尾
崎
豊
美
、

河
内
百
合
子
、
川
田
誠
、
河
村
卓

哲
、
河
村
秩
恵
子
、
河
本
あ
ゆ
み
、

木
田
和
美
、
木
田
紗
野
花
、
喜
田

真
理
子
、
北
原
則
夫
、
吉
川
美
恵

子
、
金
瑛
美
、
岐
邨
章
子
、
木
本

有
紀
子
、
キ
ン
キ
寝
具
㈱
、
串
谷

成
美
、
工
藤
孝
志
、
久
保
建
樹
、

栗
田
ひ
ろ
子
、
小
出
裕
司
、
幸
田

よ
し
美
、
河
野
光
裕
、
小
亀
綾
香
、

近
藤
郁
也
、
斎
藤
純
加
、
齊
藤
祥

子
、
齊
藤
壹
、
齋
藤
裕
、
斉
藤
泰

乃
、
阪
上
博
昭
、
坂
本
あ
か
ね
、

坂
本
康
一
朗
、
崎
間
由
紀
子
、
桜

田
梨
穂
、
佐
々
木
義
信
、
佐
野
節

子
、
佐
原
未
佳
、
志
尾
幸
子
、
地

頭
所
真
毅
、
志
野
珠
紀
、
篠
田
高

陽
、
柴
田
真
央
、
下
垣
桂
二
、
下

田
修
久
、
下
林
美
恵
子
、
新
保
誠

敏
、
菅
原
奈
美
、
杉
野
美
保
、
杉

本
武
、
須
崎
達
也
、
鈴
木
久
美
子
、

鈴
木
鈴
枝
、
鈴
木
洋
祐
、
鈴
木
礼

子
、
角
静
香
、
㈱
大
松
、
大
門
美

貴
子
、
髙
島
ま
す
み
、
高
田
早
智

子
、
高
橋
明
子
、
髙
橋
伊
代
子
、

髙
橋
守
、
髙
谷
鮎
美
、
宅
間
優
希
、

竹
林
由
香
里
、
田
阪
武
司
、
田
島

荘
士
、
多
島
洋
介
、
橘
尚
子
、
龍

野
桂
子
、
辰
見
智
子
、
巽
悠
里
、

立
川
武
生
、
建
部
茂
、
田
中
安
江
、

谷
本
奈
緒
美
、
谷
本
潔
俊
、
田
林

敬
子
、
田
村
優
江
、
檀
浦
順
子
、

チ
ャ
ン
テ
ィ
ベ
ー
ト
、
槻
本
邦
夫
、

津
野
紀
代
志
、税
理
士
法
人
津
野・

倉
本
会
計
事
務
所
、
坪
井
美
和
子
、

出
上
俊
一
、
出
口
郁
美
、
手
島
百

合
子
、
土
居
ひ
ま
わ
り
保
育
園
、

轟
絢
子
、
豊
田
医
院
豊
田
紘
生
、

鳥
山
久
美
子
、
長
井
英
昭
、
中
尾

梨
嵯
、
中
川
忠
、
中
嶋
朋
美
、
中

島
緑
、
永
田
可
菜
、
永
谷
フ
ジ
エ
、

中
務
隼
、
中
辻
亜
紀
、
中
辻
菓
子

店
、
㈲
な
か
の
、
中
野
晶
子
、
中

野
香
津
子
、
中
野
泰
三
、
中
林
樹

里
、
中
峯
桃
子
、
中
村
忠
雄
、
中

村
昭
代
、
中
村
と
志
、
中
矢
可
奈

子
、
中
山
め
ぐ
み
、
鍋
谷
真
澄
、

二
川
幸
子
、
西
垣
美
沙
世
、
西
垣

晃
一
、
西
川
篤
志
、
西
川
香
奈
、

西
川
照
代
、
西
川
博
子
、
西
川
眞

砂
子
、
西
川
優
里
、
西
田
ヨ
シ
子
、

西
村
綾
、
西
村
三
千
代
、
西
村
優

理
子
、
西
本
行
伸
、
丹
羽
昇
子
、

野
口
恵
、
野
田
遥
佳
、
野
知
卓
司
、

野
村
麻
衣
子
、
萩
原
昭
子
、
箱
崎

真
子
、
秦
香
、
畑
寿
一
郎
、
花
田

征
美
、
濱
田
一
輝
、
早
川
育
子
、

早
川
俊
、
早
川
文
子
、
林
眞
澄
、

林
園
佳
苗
、
早
瀬
佳
美
、
原
田
あ

か
ね
、
東
朋
華
、
日
髙
風
花
、
姫

井
昭
男
、
平
岡
千
枝
、
平
岡
哲
郎
、

平
岡
澄
、
廣
實
佐
知
子
、
プ
ー
ル

学
院
、
福
井
優
紀
、
藤
井
里
帆
、

藤
瀬
愛
、
藤
田
由
美
子
、
藤
永
真

澄
、
藤
野
寛
暁
、
藤
村
真
美
華
、

藤
原
真
理
、
文
野
陽
子
、
㈱
編
集

工
房
ノ
ア
、
北
摂
環
境
サ
ー
ビ
ス
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㈱
、
堀
内
信
男
、
前
杉
康
子
、
前

田
禎
之
、
前
原
潔
、
槇
野
明
美
、

増
田
愛
子
、
町
田
智
子
、
松
井
み

の
り
、
松
浦
真
孝
、
松
川
恭
子
、

松
永
英
子
、
松
原
裕
也
、
松
村
唯
、

三
木
康
資
、
水
野
冨
士
夫
、
道
下

靖
子
、
南
和
代
、
三
船
麻
美
亜
、

宮
川
ヒ
サ
、
宮
田
智
香
、
宮
原
鈴

佳
、
向
順
子
、
宗
像
千
代
子
、
村

上
香
、
村
上
ト
ヨ
ミ
、
村
上
文
啓
、

室
山
雅
哉
、
㈱
メ
リ
コ
、
森
恵
一
、

森
ち
か
、
森
中
央
、
森
本
愛
、
森

本
朋
子
、
森
本
晴
夫
、
安
田
唯
、

柳
谷
英
雄
、
矢
野
瞳
、
矢
野
沙
緒

里
、
山
内
紘
子
、
山
上
和
則
、
山

五
㈱
、
山
崎
晶
子
、
山
下
君
子
、

山
田
陸
子
、
山
田
洋
子
、
山
中
聡
、

山
村
彩
夏
、
山
本
和
人
、
山
本
妙

子
、
山
本
久
江
、
湯
原
孝
子
、
芳

岡
節
子
、
吉
岡
穂
香
、
吉
川
詩
織
、

吉
澤
知
子
、
吉
田
圭
子
、
吉
田
史

子
、
吉
本
教
郎
、
淀
川
遊
技
業
組

合
山
本
一
博
、
米
倉
充
音
、
米
崎

美
紗
子
、
若
村
正
博
、
若
山
陽
子
、

脇
口
遥
、
和
田
聡
美
、
和
多
田
祐

【
兵
庫
県
】　

東
敏
勝
、
イ
ー
ス

タ
ー
式
典
社
、
飯
田
良
子
、
泉
迪

子
、
井
上
輝
久
、
今
西
時
子
、
今

西
信
之
、
上
野
貴
一
、
大
西
博
孝
、

大
野
定
利
、
大
野
和
哥
子
、
小
川

英
晃
、
奥
田
知
生
、
奥
谷
幸
子
、

金
森
雪
絵
、
樺
山
真
己
子
、
北
村

寿
章
、
楠
部
欣
哉
、
桜
井
揚
子
、

佐
藤
耕
一
、
佐
藤
正
子
、
佐
野
信

三
、
佐
野
弘
子
、
清
水
千
鶴
代
、

㈻
松
蔭
女
子
学
院
、
杉
山
克
枝
、

瀬
戸
謙
二
、
瀬
戸
義
子
、
竹
下
恵
、

棚
橋
次
美
、
谷
政
敏
、
辻
毅
一
郎
、

当
舎
あ
ず
さ
、
富
谷
晋
、
中
野
優
、

長
野
加
代
子
、
長
野
淳
、
長
野
泰

信
、
中
原
マ
サ
子
、
中
村
大
蔵
、

中
村
茂
高
、
成
田
吉
哉
、
成
田
邦

雄
、
西
岡
浩
二
、
錦
織
久
、
西
台

宏
、
萩
山
理
恵
、
畑
野
研
太
郎
、

林
靖
彦
、
樋
口
敏
雄
、
福
田
順
子
、

船
奥
雄
太
、
プ
ラ
ス
薬
局
、
堀
江

裕
一
、
牧
野
一
二
三
、
松
岡
敏
子
、

松
本
貞
雄
、
松
本
理
奈
、
曲
直
部

健
朗
、
水
口
正
樹
、
三
宅
享
子
、

宮
田
満
雄
、
宮
本
暢
二
、
森
本
武
、

八
尾
和
彦
、
安
井
未
沙
紀
、
柳
谷

拓
哉
、
柳
谷
利
起
、
柳
谷
奈
緒
、

柳
谷
舟
子
、
柳
谷
良
洋
、
山
内
信

三
、
山
﨑
弘
子
、
山
野
上
素
充
、

山
本
常
雄
、
山
本
雅
哉
、
吉
田
恵
、

芳
野
絢
子
、
余
田
愛
子
、
渡
邊
英

治
、
渡
邉
純

【
奈
良
県
】　
榎
原
沙
代
、
小
野
耕

作
、
柿
木
章
、 

小
玉
淳
一
、
小
牟

田
健
三
郎
、
小
牟
田
光
子
、
阪
峯

登
、
笹
川
忠
士
、
西
﨑
満
、
ビ
ダ

リ
ー
タ
ラ
テ
ン
ク
ラ
ブ
、
ボ
デ

ゲ
ー
ロ
・
タ
ン
ゴ
ク
ラ
ブ
、
増
森

規
子
、
吉
田
啓
子

【
愛
媛
県
】　
正
岡
弘
樹
、
渡
邉
研

太
郎

【
岡
山
県
】　
青
木
実

【
沖
縄
県
】　
姉
崎
隆
、
真
喜
屋
明

　
病
後
児
ホ
ー
ム

は
、
病
気
の
回
復

期
に
あ
る
が
、
ま

だ
通
園
、
通
学
す

る
に
は
難
し
い
状

況
に
あ
る
お
子
さ

ん
を
お
預
か
り
し

て
、
仕
事
な
ど
で

対
応
で
き
な
い
保

護
者
に
代
わ
り
看

護
、
保
育
の
両
面

か
ら
ケ
ア
を
す
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
で
す
。
博
愛
社

病
後
児
ホ
ー
ム「
つ
く
し
ん
ぼ
」

は
、
平
成
13
年
3
月
24
日
に
児

童
養
護
施
設
ヨ
ル
ダ
ン
館
の
１

階
で
開
設
し
、
19
年
間
運
営
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
4
月

に
本
館
の
1
階
に
移
転
し
ま
し

た
。

　
以
前
よ
り
広
い
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
、
設
備
を
充
実
さ
せ
た

新
し
い
部
屋
で
、
一
人
ひ
と
り

の
子
の
病
気
の
回
復
段
階
に
合

わ
せ
た
健
康
管
理
を
行
い
、
安

全
に
配
慮
し
た
ケ
ア
を
今
後
も

提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。�

【
看
護
師　
橋
本
明
子
】

　
博
愛
社
後
援
会
会
費

▽
個
人　
１
口　
３
千
円

▽
法
人　
１
口　
１
万
円

　
い
ず
れ
も
年
会
費
で
、

　
期
間
は
４
月
～
翌
年
３
月

▽
郵
便
振
替
口
座
番
号

０
０
９
２
０・７・４
６
７
６

▽
口
座
名
義

　
社
会
福
祉
法
人　
博
愛
社

明るく広くなりました

敷
地
内
で
移
転
し
ま
し
た

【
病
後
児
ホ
ー
ム
つ
く
し
ん
ぼ
】

博愛社の
ホームページが
完全リニューアル!!

https://hakuaisha-
welfare.net
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どんなお話をしてるのかな？

開
設
20
年
目

【
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　
『
児
家
セ
ン
』
博
愛
社
は
開
設

20
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
様
々
な
制
約
を
受
け
て
の
ス

タ
ー
ト
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

自
粛
要
請
の
解
除
に
よ
り
安
全
に

留
意
し
な
が
ら
行
事
の
再
開
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第
2
、
4

土
曜
日
午
後
2
時
か
ら
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
『
ト
マ
ト
さ
ん
』
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
が
、
幼
児
か
ら
小
学

生
向
け
に
絵
本
や
紙
芝
居
を
読
ん

で
く
れ
て
お
り
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
や
大
型
絵
本
、
大
型
紙
芝
居

が
登
場
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

終
了
後
は
当
セ
ン
タ
ー
の
本
や

D
V
D
の
貸
し
出
し
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
7
月
と
1
月
に
は
『
プ

チ
＊
ト
マ
ト
さ
ん
』
と
い
う
保
護

者
向
け
の
絵
本
に
関
す
る
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。
絵
本
の
選
び
方

や
読
み
方
の
コ
ツ
、
身
近
な
も
の

で
の
遊
び
方
な
ど
、
絵
本
に
関
す

る
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
も
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
工
作
の
時
間
が
あ
っ
た
り
、
個

別
に
質
問
が
で
き
た
り
と
気
軽
に

参
加
で
き
る
よ
う
な
内
容
に
な
っ

て
お
り
、
託
児
付
き
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
も
で
き
ま
す
。
今
年
度
も
実

施
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

【
吉
川　
詩
織
】

　
事
務
所
の
入
り
口
の
右
側
に
あ

る
水
槽
に
は
、
お
お
き
な
金
魚
が

２
匹
す
い
す
い
と
泳
い
で
い
ま
す
。

こ
ひ
つ
じ
の
仲
間
に
入
っ
て
１
年

ち
ょ
っ
と
で
す
が
、
子
ど
も
達
の

人
気
者
。
み
ん
な
が
会
い
に
行
き

ま
す
。

　
に
こ
に
こ
で
手
を
の
ば
す
お
友

達
や
入
園
し
た
ば
か
り
で
泣
き
顔

の
子
も
、
ス
イ
ス
イ
～
っ
と
泳
ぐ

姿
に
涙
も
止
ま
り
目
で
追
う
お
友

達
も
い
ま
す
。

　
こ
の
金
魚
は
、
卒
園
児
が
引
っ

越
す
際
に
ぜ
ひ
も
ら
っ
て
欲
し
い

と
の
こ
と
で
、
ご
縁
が
あ
っ
て

や
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
2
歳

児
ク
ラ
ス
の
お
当
番
さ
ん
が
毎
朝

え
さ
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
今
年

も
ま
た
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
「
お
は
よ
ー
。」
自
然
と
声
を
か

け
る
子
ど
も
達
。
金
魚
の
存
在
が
、

子
ど
も
に
と
っ
て
も
職
員
に
と
っ

て
も
心
が
ほ
っ
こ
り
す
る
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

※�

追
記
：
Ｇ
Ｗ
明
け
登
園
す
る
と
金

魚
が
１
匹
に
…
「
金
魚
ち
ゃ
ん
一

人
し
か
い
な
い
…
」
と
す
ぐ
に
気

づ
い
て
い
た
子
ど
も
達
で
す
。

�

【
槇
野　
明
美
】

　

今
年
も
多
く
の
子
ど
も
達
が
小
・
中
・
高
校

へ
入
学
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
休
校
に
な
り
、
数
か

月
の
自
粛
生
活
を
余
儀
無
く
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
初
夏
を
迎
え
、
よ
う
や
く
新
し
い
生
活

様
式
を
取
り
入
れ
て
学
校
が
再
開
さ
れ
、
子
ど

も
達
は
希
望
を
持
っ
て
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
共
同
募
金
会
を
通
し
て
い
た
だ
い
た

N
H
K
た
す
け
あ
い
義
援
金
で
、
子
ど
も
達
の

入
学
祝
い
と
し
て
、
文
具
や
自
転
車
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
と
物
を
大
切

に
す
る
心
を
持
っ
て
愛
用
し
て
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
温
か
い
気
持
ち
が
、
子
ど
も
達
を

育
み
、
力
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

NHK歳末たすけあい義援金に感謝
【児童養護施設博愛社】

【こひつじ乳児保育園】

『トマトさん』の読み聞かせ
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今
年
は
コ
ロ
ナ
一
色
で
あ
る
。

博
愛
社
で
も
日
々
大
変
な
御
苦
労

が
あ
る
か
と
思
う
。
過
去
一
九
一
八

年
か
ら
二
〇
年
頃
ま
で
、
猛
威
を

振
る
っ
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
あ
り
、

博
愛
社
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

速
水
融
は
日
本
で
四
五
万
人
、
世

界
中
で
四
千
万
人
の
死
者
が
出
た
、

と
内
務
省
衛
生
局
の
『
流
行
性
感

冒
』
の
報
告
よ
り
多
く
推
定
さ
れ

て
い
る
（『
日
本
を
襲
っ
た
ス
ペ

イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
』）。
そ

れ
は
第
一
次
大
戦
の
死
者
の
数
倍
、

日
本
で
い
う
と
関
東
大
震
災
の
死

者
数
の
五
倍
に
相
当
す
る
。
死
者

数
か
ら
み
れ
ば
現
状
の
コ
ロ
ナ
ど

こ
ろ
で
は
な
い
。

　
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
二

月
の
『
博
愛
の
園
』「
育
児
の
実

際
問
題
（
四
）」
で
、
小
橋
実
之

助
は
「
今
回
の
如
き
世
界
的
の
激

烈
な
る
悪
性
感
冒
の
流
行
は
、
実

に
未
曾
有
の
こ
と
」
と
記
し
、
後

述
す
る
大
塚
家
の
愛
児
二
人
を
筆

頭
に
「
其
他
社
友
の
方
々
の
夫
人

を
喪
は
れ
た
る
、
又
主
人
を
失
は

れ
た
る
面
々
多
数
あ
り
」、
さ
ら

に
本
社
出
身
の
若
き
看
護
婦
が
三
，

四
日
で
斃
れ
た
る
が
如
き
「
実
に

本
社
に
取
り

て
も
こ
の
悪

性
感
冒
の
犠

牲
者
を
出
し

た
る
も
の
と

言
は
ざ
る
を

得
な
い
」
と
報
じ
て
い
る
。

　

次
号
で
も
小
橋
は
、「
一
女
児

が
通
学
の
学
校
よ
り
持
ち
帰
り
た

る
が
原
因
と
な
り
、
遅
蒔
か
ら
児

女
の
約
半
数
之
れ
に
冒
さ
る
ゝ
こ

と
ゝ
な
り
、
私
共
夫
妻
を
初
め
職

員
に
殆
ん
ど
全
部
が
又
冒
さ
る
ゝ

の
運
命
と
な
っ
た
。
頂
上
に
は

十
七
名
よ
り
廿
名
迄
枕
を
並
べ
た

よ
う
な
次
第
で
あ
つ
た
が
、
全
力

を
挙
げ
て
の
看
護
と
末
広
嘱
託
医

の
懇
篤
な
る
治
療
の
結
果
と
に
よ

り
、
社
内
に
一
名
も
死
亡
者
を
出

さ
ず
し
て
終
熄
せ
は
、
も
つ
け
の

幸
福
で
あ
つ
た
」
と
報
じ
て
い
る
。

そ
し
て
大
変
な
看
護
の
様
子
を
長

文
に
わ
た
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
誌
「
歳
晩
の
辞
」
に
お
い

て
「
殊
に
嚢
日
は
世
界
的
惡
感
冒

の
猖
獗
を
逞
し
う
す
る
あ
り
て
我

敬
愛
な
る
社
友
各
位
の
中
に
も
不

幸
之
に
侵
さ
れ
、
果
て
は
一
家
悲

嘆
の
海
に
沈
淪
し
給
ひ
し
も
あ
り

て
何
と
慰
藉
し
参
ら
す
べ
き
辞
も

な
か
り
し
が
、
今
や
幸
に
終
熄
を

告
ぐ
る
に
至
り
た
る
は
社
友
各
位

と
共
に
同
慶
安
堵
の
思
ひ
を
致
し

た
る
次
第
に
て
あ
り
け
り
」
と
あ

る
。
し
か
し
第
二
、
第
三
波
と
く

る
。
特
に
大
阪
や
京
都
で
ス
ペ
イ

ン
風
邪
は

流
行
し
た
。

　
こ
の
風

邪
は
身
近

な
人
々
と

の
別
れ
で

も
あ
っ
た
。
林
歌
子
も
「
嗚
呼
大

塚
家
の
令
息
令
嬢
」
と
い
う
論
文

で
「
戦
地
の
塹
壕
よ
り
黴
菌
を
吹

き
送
り
し
と
い
ふ
流
行
感
冒
は
、

西
班
牙
を
経
由
し
て
、
我
国
を
襲

ひ
、
各
学
校
は
臨
時
閉
鎖
し
て
、

彼
処
も
此
処
も
流
行
感
冒
肺
炎
を

変
じ
て
沢
山
の
人
を
斃
す
」
と
し

て
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
よ
っ
て
亡

く
な
っ
た
大
塚
家
の
若
い
二
人
の

死
を
弔
っ
て
い
る
。
そ
し
て

一
九
一
九
年
三
月
の
実
之
助
の

「
故
高
田
夫
人
の
紀
念
式
に
臨
み

て
の
感
」
で
は
、
彼
の
親
友
で
も

あ
っ
た
高
田
愼
吾
の
夫
人
（
て
い

子
）
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
よ
る
召

天
と
そ
の
紀
念
式
の
様
子
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。「
て
い
子
夫
人
の

如
き
淑
徳
を
失
ふ
を
深
く
惜
む
と

共
に
今
日
ま
で
過
去
九
ケ
年
間
偕

老
同
穴
を
契
ら
れ
た
る
夫
君
高
田

愼
吾
氏
に
対
し
衷
心
同
情
の
感
に

堪
へ
ざ
る
な
り
」
と
哀
悼
を
捧
げ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
イ

ン
フ
ル
は
博
愛
社
内
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
関
係
の
人
々
を
悲
嘆
に
追
い

や
る
重
大
な
事
件
で
あ
っ
た
。

室
田　
保
夫（
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

博
愛
社
で
の
コ
ロ
ナ
対
策

【
児
童
事
業
】
児
童
養
護
施
設
で

は
保
護
者
や
関
連
機
関
の
方
々
が

来
社
さ
れ
る
方
が
多
く
、
こ
の
時

期
だ
か
ら
こ
そ
面
会
を
謝
絶
す
る

の
で
は
な
く
、
子
ど
も
と
の
関
係

を
築
く
上
で
貴
重
な
時
間
と
考
え
、

普
段
と
同
様
に
土
日
祝
日
で
の
面

会
や
外
泊
を
認
め
、
来
社
時
と
帰

社
時
に
検
温
を
実
施
し
、
体
調
管

理
を
し
て
い
ま
す
（
外
泊
中
も
毎

日
検
温
を
依
頼
）。

【
高
齢
者
事
業
】
感
染
予
防
の
為
、

こ
れ
ま
で
は
毎
日
の
よ
う
に
お
会

い
し
て
い
た
い
た
だ
い
て
い
た
ご

家
族
と
の
面
会
が
制
限
さ
れ
て
し

ま
い
、
心
苦
し
い
思
い
で
す
。
し

か
し
「
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
」
を
開

始
し
、
ご
家
族
と
の
団
ら
ん
の
時

間
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

【
保
育
事
業
】
行
政
方
針
に
基
づ

い
て
自
園
の
『
感
染
拡
大
防
止
マ

ニ
ュ
ア
ル
』
を
作
成
し
、
そ
れ
に

沿
い
防
疫
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の

内
容
は
、
園
児
や
職
員
の
検
温
等

体
調
管
理
、
施
設
内
消
毒
、
来
園

者
へ
の
対
応
、
家
庭
保
育
の
協
力

依
頼
な
ど
で
す
。
早
く
「
３
密
」

を
気
に
せ
ず
過
ご
せ
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。

【
法
人
本
部
】
後
援
会
よ
り
、
慰

労
金
と
し
て
職
員
に
１
万
円
（
非

常
勤
職
員
に
は
５
千
円
）
支
給
さ

れ
ま
し
た
。

博
愛
社
の
歴
史
探
検
　【
30
】

ス
ペ
イ
ン
風
邪
と
博
愛
社

オンライン面会の様子

博愛社フェスティバル　中止
　毎年10月に行う「博愛社フェスティ
バル」ですが、今年は新型コロナウイ
ルスの影響が長期化するなかで、安全
面を考慮して中止とさせていただきま
す。次年度はパワーアップしたフェス
ティバルが開催できるように準備をし
てまいりますので、ご理解をお願いい
たします。ご期待ください。


